
Takuya Murakawa Interview

―村川さんは、新作『エヴェレットゴーストラインズ』を
発表されます。今までの作品と比べて、どのような特徴が
ありますか。

村川　これまでの作品では出演者はあらかじめ決められ
た人々でした。出演者と作品に出演するという契約を結
び、数ヶ月共に稽古をし本番を迎えるという通常の演劇
のスタイルをとっていました。しかし、今回は私が本番の
数週間前に出演者候補となる人々に指示の書いた手紙
を送り、その手紙を受け取った人は、指示に従う場合は
出演者として振る舞い、指示に従わない場合は出演しな
いというルールのもと作品が成立します。ですので、出
演者が未定であるという特徴があります。
　2011年頃から、演劇の根本的な要素をダイレクトに扱う
作品を作ってきました。『ツァイトゲーバー』という作品は劇
場で行われるべき演技とは何かということに言及した作品

でした。また、『言葉』、『羅生門』という作品では劇場でど
のように言葉が生成されうるのかを見つめる作品となりま
した。今回は、劇場に登場すること、退場すること、又は登
場しないこと、演劇に「出演する」こと自体に焦点をあてた
シンプルな作品になると思います。

―現在、どのような稽古を行っているのですか？

村川　今回の作品の性質上、稽古をすることは不可能で
す。ですが通常の演劇作品のように日々稽古を重ねてい
ます。この稽古では、目に見える事柄（シーン）を構成し積
み重ね、研磨しているのではなく、毎回本番を上演して
いるつもりで稽古に挑んでいます。その都度「この世界の
仕掛け」と対話をしているような感覚です。

この他にも、西京極スタジアムで行われるcontact Gonzoのパフォーマンスや、木ノ下歌舞伎による4時間を超える大
作、昨年のアーティスト・イン・レジデンスを経て創作するShe She Popの公演など、多彩なプログラムが市内各所で行
われます。京都の秋を彩る舞台芸術の祭典、どうぞお見逃しなく！
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村川拓也 （むらかわ たくや）
演出家・映像作家。2005年、京都造形芸術大学卒業。2009年まで、
地点に演出助手として所属。独立後は演出家として活動を開始し、ド
キュメンタリーやフィールドワークの手法を用いた作品を様々な分野
で発表している。主な作品に『移動演劇 宮本常一への旅 地球４周分
の歌』（2010、引用文献：宮本常一）、『ツァイトゲーバー』（2011、F/T11公

募プログラム、2012、大阪市立芸術創造館）、ドキュメンタリー映画『沖へ』
（2012）、AAFリージョナル・シアター2013『羅生門』（2013）、『エヴェレッ
トラインズ』（2013）など。『ツァイトゲーバー』は各地で再演され、2014
年5月にはHebbel am Ufer（HAU、ベルリン）の「Japan Syndrome Art 
and Politics after Fukushima」にて上演された。

高嶺格 （たかみね ただす）
現代美術家、演出家。パフォーマンス、ビデオ、インスタ
レーションなど多様な表現を行う。国／ジェンダー／言
語など、社会を構成するものの矛盾や不和を、自らの身
体を使った表現で明らかにしようとする。近年の主な展
覧会に、2011‒2012年個展「とおくてよくみえない」（横

浜美術館、広島市現代美術館、霧島アートの森、アイコン・ギャラ

リー）、2012年個展「高嶺格のクールジャパン」（水戸芸術館

現代美術ギャラリー）など。2013年より秋田公立美術大学准
教授に就任、また同年ドイツ文化交流アカデミー（DAAD）

の招聘によりベルリンに1年間滞在。2014年5月には
Hebbel am Ufer（HAU、ベルリン）にて、氏の作品名を全
体タイトルに冠した日本特集「Japan Syndrome - Art 
and Politics after Fukushima」に参加した。 京都芸術センターでも3週間にわたり、様 な々作

品を発表します。NYの劇作家 ティナ・サッターや
アルゼンチンの振付家 ルイス・ガレー、横浜の
悪魔のしるしなど、どれも関西初登場です。他に
もギャラリーでのパフォーマンス、フリンジ企画
のレクチャーや上映会など、イベントが盛りだくさ
ん。この機会に、一度足を運んでみて下さい。

岩村空太郎（アート・コーディネーター）

KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2014
開催期間：9月27日（土）－10月19日（日）
会場：京都芸術センター、京都芸術劇場 春秋座（京都造形芸術大学内）、元・立誠小学

校、京都府立府民ホール“アルティ”、西京極スタジアム（京都市西京極総合運動
公園陸上競技場兼球技場）、Gallery PARCほか

参加アーティスト：ティナ・サッター/ハーフ・ストラドル、高嶺格、村川拓也、ルイス・
ガレー、She She Pop、木ノ下歌舞伎、contact Gonzo、悪魔のしるし、フラ
ンソワ・シェニョー＆セシリア・ベンゴレア、地点、金氏徹平

WEB：www.kyoto-ex.jp
※イベント情報（P2）もご覧ください

―高嶺さんの新作『ジャパン・シンドローム～step3. 
“球の外側”』はどのような作品でしょうか。

高嶺　「ジャパン・シンドローム」というタイトルの作品を
最初に作ったのが2011年でした。その頃、なにか大きな
歯車のようなものが回り出したように感じて、その危機感
から作品を発表したのですが、今はその歯車がますます
力強く回転しているように思います。回転って最初は力が
うんとかかるけれども、一旦回り出すと簡単には止めら
れない。「ジャパン・シンドローム」シリーズの過去3作品
は、その動きを「止める」というアイデアを基に創作してい
ましたが、今回は 「出る」。あきらめているわけではない
んですが、自分にとってもそれはリアルな問題です。日
本以外の別の生活拠点を確保することに前向きになった
方がいい、というアイデアで制作を行っています。難し
い問題ですが、この意見に同意する人にも否定する人に
も、考えるきっかけになるのが理想です。

―現在はどういった稽古をされているんですか？

高嶺　今はシーン探しですね。出演者の3人とずっと喋っ
ています。彼らとは共有できるところが多いです。皆さん
海外経験が豊富なので日本に対する客観的な視点を持っ
ている。客観的な視点ってどう作られていくのかっていう
話とか、相対的に日本が世界の中でどういう立ち位置な
のかを話すことが普通に出来て、いくらでも話がつきない。
今回の作品に特に新鮮なメッセージがある訳じゃないけ
れど、なにか方法のようなものが示せたらと思っています。
芸術って物事をステレオタイプ化することに抗うっていう
役割もあると思うので、すぐに「あちら」と「こちら」を分けた
がる最近の風潮に絡めとられないためにどうすればいい
か、話し合いを続けています。 舞台を観て身体的に揺さぶ
られる、そんなことが起こればいいですね。

9月27日（土）－10月19日（日）

Tadasu Takamine Interview

PROFILE

PROFILE

高嶺格 『ジャパン・シンドローム～step3. “球の外側”』
絵：吉田晋之介

村川拓也 『エヴェレットゴーストラインズ』

今年で5回目を迎える「KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2014」。国内外から集まった先鋭的な舞台芸術作
品のほか、京都で新たに創作された作品も発表します。開幕に先駆け、京都芸術センターで新作に向けたクリエーショ

ンを行う高嶺格さんと村川拓也さんの2人にお話をききました。

※『ジャパン・シンドローム～step3.“球の外側”』
　日時：9月27日（土）19:00、28日（日）14:00／19:00、29日（月）19:00
　会場：元・立誠小学校 講堂

※公演情報はイベント情報（P2）をご覧ください
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

金氏徹平
『四角い液体、メタリックなメモリー』
KYOTO EXPERIMENT公式プログラムの一つ。
京都在住の気鋭の美術家・金氏徹平の個展。
会期：	10月4日（土）－11月3日（月・祝）
	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
		  ※10月4日（土）は22:00まで延長開廊
		  ※10月18日（土）は14:00-20:00開廊
会場：	ギャラリー北・南
※Topic02（P4）もご覧ください

［関連企画］

ライブ・ペインティング「トレースのヨーカイ」
板垣賢司＋森千裕＋横山裕一＋金氏徹平
日時：	10月4日（土）19:30－21:00
会場：	ギャラリー南
料金：	無料（事前申込不要）

ライブ「ミュージックのユーレイ」
オオルタイチ＋金氏徹平＋西川文章
日時：	10月11日（土）20:00－21:00
会場：	ギャラリー南
料金：	2,000円
定員：	30名（要事前申込）

パフォーマンス「レクチャーのオバケ」
青柳いづみ＋金氏徹平＋山田晋平
日時：	10月18日（土）
	 12:00－13:00／20:00－21:00
会場：	ギャラリー南
料金：各回2,000円
定員：	各回30名（要事前申込）

クロージングパーティー「パーティーのマボロシ」
日菓
日時：	11月3日（月・祝）19:00－
会場：	ギャラリー南
料金：	無料（事前申込不要）

申込：KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839
　WEB：www.kyoto-ex.jp

PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015
蔡國強「子どもダ・ヴィンチ」プロジェクト
子どもたちのワークショップ
身の回りにある材料を用いて、子どもたちが自由に
作品を制作します。つくった作品は、PARASOPHIA
の会期中に、蔡國強の作品の一部として展示。
日時：	10月11日（土）、25日（土）14:00－16:00
会場：	ミーティングルーム2、講堂
料金：	無料
定員：	各回20名（要事前申込／先着順）
対象年齢：5歳から10歳（小学校4年生）まで　
※保護者同伴
申込：各開催日の1ヶ月前から申込受付開始
主催・問合せ：PARASOPHIA事務局
　TEL：075-257-1453
　E-mail：event@parasophia.jp
　WEB：www.parasophia.jp

「美整物－〈例えば〉を巡る」パフォーマンス
9月に開催したヒスロムの展覧会関連パ
フォーマンス。
日時：	10月18日（土）、25日（土）
	 16:30－17:30
会場：	町家（京都市北区）
※申込された方に、メールにて住所をお知らせします
料金：	2,000円
定員：	各回20名（要事前申込）

『祇園祭・錺職人の技展
－霰天神山と八幡山の美術工芸品－』
祇園祭の山鉾町が所有する祭の道具や飾り
類の美術工芸品の数 を々、錺
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の
美術工芸品を展示します。
会期：	10月22日（水）－26日（日）10:00-20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	大広間
主催：	公益財団法人霰天神山保存会、公益財

団法人八幡山保存会
※Topic04（P4）もご覧ください

伝統

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第16回「白拍子を知る」
水
すい

干
かん

と呼ばれる平安装束と烏
え

帽
ぼ

子
し

を身にま
とって歌や舞を披露する白拍子。白拍子が担
い手であった今

いま
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という形式の歌を交えなが
ら、平安時代の芸能に迫ります。
日時：	10月31日（金）19:00－20:30
会場：	大広間
講師：	日

に

本
ほん

今
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料金：無料
定員：50名（要事前申込／先着順）

素謡の会 関連企画「謡曲ひとめぐり」
第１回《卒都婆小町》
謡曲ゆかりの場所で、能楽師による素謡や仕
舞を楽しみます。
日時：	11月3日（月・祝）開場13:30 開演14:00
会場：	退耕庵（東山区）
出演：	河村晴道、浦田保親、大江信行、田茂井廣道
協力：	五十部泰至（退耕庵住職）、吉田宗弘（吉田

宗兵衛商店）
料金：	3,000円（拝観料含む）
定員：	50名（要事前申込／先着順）
申込締切：10月31日（金）

明倫茶会

様 な々分野で活躍している方 が々席主となって、
開催するお茶会。席主によって趣向が異なるの
で、毎回新たな楽しみを見出せるのが魅力です。

「우정차회 （ウジョン チャフェ）」
韓国茶道と韓国伝統芸能を楽しむ会
日時：	10月25日（土）
	 10:30／11:30／13:10／14:10／15:00
会場：	和室「明倫」
待合：	ミーティングルーム2
席主：	尹

ユン

道
ドウ

心
シン

（韓国茶道協会京都支部長／茶道家）
出演：金

キム

一
イル

志
チ
（金一志韓国伝統芸術院院長／舞踊家）

内容：	韓国の抹茶
定員：	各回20名
参加料：1,000円
申込：	往復はがきに、催し名･住所･氏名･電話

番号･希望時間、同席希望の方がいる場
合は同席者の氏名を明記の上、10月3日

（金）までに申込〔必着〕。ウェブサイトから
も申込可。応募者多数の場合は抽選

※Topic03（P4）もご覧ください

音楽

明倫レコード倶楽部 ［番外編］
「骨董レコードを聴く（2）ネリー・メルバ、
ガリ・クルチ、カルヴェ」
日時：	10月18日（土）14:00－16:00
会場：	ミーティングルーム2
講師：	亀村正章
曲目：	プッチーニ「マダム・バタフライ」より

『ある晴れた日に』ほか
料金：	無料
定員：	50名（要事前申込／先着順）

ダンス

ニュイ・ブランシュ KYOTO 2014
パリ白夜祭への架け橋
―現代アートと過ごす夜

「カトリーヌ・コントゥールと中川裕貴によ
るパフォーマンス」
フランスと日本の2人のアーティストがコラボ
レーションし、幻想的な空間を作り出します。
日時：	10月4日（土）20:30－22:00
会場：	和室「明倫」
出演：カトリーヌ・コントゥール（ダンサー）、
	 中川裕貴（作曲家・チェロ演奏家）
料金：	無料
※入場制限あり

Dance 4 All関連企画 
「ファシリテーターって何？―イギリスの事例

からみるコミュニティダンス」 
ダンスカンパニー「Protein Dance」のアー
ティスティッ クディレクター、ルカ・シルヴェス
トリーニを招き、ファシリテーターの役割につ
いて考えるトーク＆ワークショップ。 
日時：	10月24日（金）開演19:00
会場：	フリ―スペース 
講師：	ルカ・シルヴェストリーニ 
料金：	1,000円 
定員：	30名（要事前申込／先着順）

K YOTO EXPERIMENT

村川拓也『エヴェレットゴーストラインズ』
出演者は未定。当日何が起こるか誰にもわか
らない舞台は淡 と々スリリング！
日時：	10月2日（木）20:00

3日（金）20:00
4日（土）14:00
5日（日）17:00

会場：	講堂

［関連企画］
アーティスト・トーク
日時：	10月6日（月）19:00－
会場：ミーティングルーム2（無料・要事前申込）

ルイス・ガレー『マネリエス』
世界が注目するブエノスアイレスの振付家に
よる、話題のソロ作品の日本初演。
日時：	10月4日（土）16:00

5日（日）19:00
※16歳未満入場不可
会場：	フリースペース

ルイス・ガレー『メンタルアクティヴィティ』
肉体と思考がせめぎあう、知的スリルに満ち
たグループ作品。
日時：	10月9日（木）20:00

10日（金）20:00
11日（土）13:00

会場：	講堂

悪魔のしるし『わが父、ジャコメッティ』
痴呆がはじまった父と彼の妄想につき合う息
子との奇妙な演劇的生活…。
日時：	10月16日（木）20:00

17日（金）20:00
18日（土）14:00
19日（日）19:00

会場：	講堂

料金（各公演共）：
	 一般前売2,500円／当日3,000円

25歳以下・学生・65歳以上前売2,000
円／当日2,500円

	 高校生以下1,000円（前売・当日共）
	 ペア4,000円（前売のみ）
※Topic01（P1）もご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

広田ゆうみ＋二口大学「からだで本をよむ 6」
声に出してみたり身体を動かしてみたり、物
語の世界で一緒に遊びましょう。
日時：	10月9日（木）19:00－21:30
会場：	和室「明倫」
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

笑の内閣「観光旅行のプレゼンをしよう」
友人、恋人、職場やサークルの仲間との旅行
で、自分の行きたい場所を薦めるためにどうす
べきか、というプレゼンの仕方を実践します。
日時：	10月11日（土）15:00－17:00
会場：	和室「明倫」
定員：	10名
持ち物：自分の行きたい場所についての資料

（観光パンフレットなど）

発表支援事業（共催事業）

大人と子どもの日本舞踊体験教室
日本舞踊の手の使い方や足の運び方を体験
し、日本文化を肌で感じよう！
日時：	10月5日（日）14:00－16:00
会場：	和室「明倫」
講師：	藤蔭静樹（藤蔭流）
料金：	500円（茶菓・テープ付）
定員：	20名（要事前申込／先着順）
持ち物：着物、足袋
申込：	電話・FAX・E-mailで、参加者の氏名、年齢、

連絡先をご記入の上9月28日（日）までに
お申し込みください

主催・問合せ：京のたぬき囃子実行委員会
　TEL：075-221-4258　
　FAX：075-221-4573
　E-mail：taiken_entry@fujikage.jp

Ensemble MP4 Concert vol.3
“so-called new music!”
フルート奏者の江戸聖一郎をゲストに迎えて、巨
匠アンドレ・ジョリベのフルートコンツェルトをメイン
に、打楽器アンサンブルサウンドをお届けします。
日時：	10月24日（金）開演19:00 開場18:30
会場：	講堂
出演：	中路友恵、奥田有紀、畑中明香、西岡まりこ
ゲスト：江戸聖一郎（フルート奏者）
曲目：	フルートと打楽器のための協奏曲組曲

（アンドレ・ジョリベ作曲）ほか
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 高校生以下前売2,000円／当日2,500円
主催・問合せ：アンサンブルMP4
　TEL：090-6237-9868
　E-mail：artspace.hase@gmail.com

『黒いサラ～四つの声の組曲～』
南フランスに伝わる「サラ伝説」を基にしたフ
ラメンコ作品の上演。
日時：	10月26日（日）13:30／17:30
会場：	フリースペース
料金：	前売3,000円／当日3,500円
主催・問合せ：エルスール財団
　TEL：03-3325-5668
　E-mail：info@elsurfoundation.com 

京都こども能楽囃子教室
日時：	10月26日（日）
	 17:30－18:50（笛・小鼓教室）
	 18:50－20:10（大鼓・太鼓教室）
会場：	ミーティングルーム2、和室「明倫」
対象：	小学1年生～中学3年生
料金：	1,000円（開催日の3日前までに申込）
主催：	一般社団法人京都能楽囃子方同明会
　E-mail：kyoshitsu@noh-doumeikai.com

鈴木陽子作品展vol.8 『音と染み』
フルートとヴァイオリン、ハープによる現代音
楽の演奏会。
日時：10月29日（水）開場18:00 開演18:30
会場：講堂
出演：多久潤一朗（フルート）、辺見康孝（ヴァイ

オリン）、松村多嘉代（ハープ）
料金：2,000円（前売・当日共）
主催・問合せ：OFFICEアメリカンブルー
　TEL：075-724-6820 
　E-mail：amblue907@gmail.com

ランデヴー
メディアアートと脳神経科学の融合プロジェ
クト。LED照明による光の変化を2名の参加
者が同時に鑑賞し、両者の脳波の変化が光
の変化へとインタラクティヴに関係する。
日時：	10月30日（木）－11月6日（木）
	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：ミーティングルーム２
主催・問合せ：ランデヴー・プロジェクト
　E-mail：rendezvous@art.fiw-web.net

中川佳代子 ～コトとウタの響きの中で～
日本古来の楽器「和

わ

琴
ごん

」と大陸渡来の楽器「箏」。最古
の箏歌『茲都歌』を始め、藤枝守作曲の「植物文様」
が和琴をともなう歌物として新たに生み出される。
日時：	10月30日（木）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
曲目：	箏歌（細川俊夫作曲）、植物文様〜琴歌

集（藤枝守作曲）、未言〜箏歌と五人の
奏者のための〜（増田真結作曲）ほか

出演：	中川佳代子（和琴、箏、歌）、上中あさみ
（打楽器）、小棚木優（チェロ）、長坂志野
（コントラバス）ほか

料金：	前売2,500円／当日3,000円
主催・問合せ：中川佳代子 箏・三絃研究室
　TEL：075-394-5012
　E-mail：kayoko_kotokoto@ybb.ne.jp

制作支援事業

月面クロワッサン
「くりかえしへこむ／閻魔旅行」
日時：	9月26日（金）16:00／19:00★

27日（土）13:00／16:00／19:00★
28日（日）13:00／16:00／19:00★

※各日13:00、16:00は『くりかえしへこむ』のみ
★『くりかえしへこむ』『閻魔旅行』の二本立て

会場：	人間座スタジオ（左京区）
料金：『くりかえしへこむ』のみ
	 前売1,000円／当日1,500円

『くりかえしへこむ』『閻魔旅行』二本立て
	 前売1,500円／当日2,000円
問合せ：月面クロワッサン
　E-mail：info@getsukuro.sakura.ne.jp

夕暮れ社 いなもり支店 vol.2
秋の名作コレクション

『恋する戯曲は役に立つ』
日時：	9月29日（月）19:30
	 30日（火）18:00
会場：恵文社 COTTAGE（左京区）
料金：	前売1,500円／当日1,800円
問合せ：夕暮れ社 弱男ユニット
　E-mail：yowaotoko_unit@yahoo.co.jp　

烏丸ストロークロック
京都・東京・津 三都市ツアー2014

『神ノ谷㐧二隧道』京都公演
日時：	10月9日（木）19:30

10日（金）19:30
11日（土）14:00／18:00
12日（日）14:00／18:00
13日（月・祝）14:00

会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 学生以下前売2,000円／当日2,500円
問合せ：烏丸ストロークロック
　TEL：080-9745-7825
　E-mail：info@karasuma69.org

広田ゆうみ＋二口大学
『クランボンは笑った』
日時：10月16日（木）－18日（土）19:00
会場：西陣ファクトリーGarden（上京区）
料金：	一般2,000円／中高生1,000円（前売・当日共）
問合せ：広田ゆうみ＋二口大学
　TEL：090-3039-9894
　E-mail：roudokufh@yahoo.co.jp

遊劇体＃56. 『お忍び』
日時：	10月17日（金）19:00

18日（土）14:00／19:00
19日（日）14:00／19:00
20日（月）14:00／19:00

会場：	五條會舘（下京区）
料金：一般前売2,800円／当日3,000円
	 学生2,000円（前売・当日共）
問合せ：遊劇体
　TEL：090-1907-6804
　E-mail：yu_geki_tai@hotmail.com

『Artist Group－風－ 第3回公募展 2014』
日時：	10月21日（火）－10月28日（火）
	 9:30－17:30
※27日（月）休館日、21日（火）13:00－17:30
　28日（火）9:30－15:00
会場：	東京都美術館ギャラリーB
料金：	無料
主催・問合せ：Artist Group－風－（中島千波・

中野嘉之・畠中光享）
　WEB：http://www.agkaze.jp

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業

第322回 市民寄席
日時：	11月11日（火）
	 開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
出演・演目：笑福亭松五 「松竹梅」 

桂雀喜 「鬼の面」 
露の団四郎 「温泉宿」 
桂福団治 「蜆売り」（出演順） 

料金：	前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸
京都店、高島屋京都店、チケットぴあ（P 
コード：437-965）

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、
サークルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

第236回 市民狂言会
日時：	12月5日（金）
	 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：「横座」、「千切木」、「抜殻」、「胸突」
出演：	茂山千五郎、七五三、あきらほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸
京都店、高島屋京都店、京都観世会館、
チケットぴあ（Pコード：439-240）
※団体券2,200円（20人以上）は京都芸術セン

ターにて取扱

「PARASOPHIA: 京都国際現代芸
術祭2015」サポートスタッフ募集！
会期中の運営業務を支えるサポートス
タッフを募集します。芸術を学ぶ学生の
方、アートに興味がある方、外国語がで
きる方、とにかく芸術祭に関わってみた
い！という方、ぜひご応募ください。
活動期間：2015年3月7日（土）－5月10日（日）
※事前研修、勉強会等を予定しています。
募集説明会：

日時：①9月29日（月）14:00－15:30
②10月11日（土）17:00－18:30
③10月21日（火）19:00－20:30

会場：①②ミーティングルーム2
③講堂

登録締切：2015年1月31日（土）

第31期 制作室使用者募集
芸術家（団体）の活発な創作活動を支援す
るため、造形および舞台芸術作品の制
作を行う「制作室」（全12室）を提供します。
使用期間：2015年4月1日（水）－2016年
3月31日（木）（最大3ヶ月）
使用料：無料
応募締切：2014年9月30日（火）〔必着〕

その他詳細は募集要項をご覧ください。
募集要項および応募用紙は、同セン
ターにて配布中。ウェブサイトからも
ダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記
入の上、必要書類とともに京都芸術
センターまで送付または持参（持参の
場合は締切日の20時まで）。
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指揮：エドウィン・アウトウォーター
ソプラノ：森麻季
コーラス：京響コーラス

P I C K - U P

うなものらしい。だから黒目画廊ではプレゼンテーションを

見終わった後に、黒目画廊で販売されている詩の説明を受

ける。辺口の詩を一篇ずつ販売しており、購入者は、所蔵者

として詩が発表される度に名前がクレジットされるそうだ。お

もむろに、その日の朝書かれたという詩が辺口により朗読さ

れた。出口が見えた瞬間、また迷宮へと滑り落ちていくよう

な、めまいを憶えた。空間インスタレーションかと思ったら、

画廊のドアを入って出るまでのパフォーマンスだった。

辺口にとって詩は、線状の時間や物理的な空間から解放さ

れ、思い描く「パーフェクトワールド」を創造しうる方法だという

（辺口の創作の原点は、こども時代の指人形劇であり、ライバルは映画だ

そうだ）。辺口は黒目画廊のプレゼンテーションで、詩という表現

ありきで、複数メディアを選び出し、瞬発的に組み上げて見せ

る。そうしてコマーシャルギャラリーや展示という制度が、本来

の役割をデフォルメされた形で辺口の表現に転用されている。

これらは辺口が表現者として生きていくときの社会や環境の不

自由さにおけるサバイバルの結果なのだが、そうやってデフォ

ルメされるたびに、そもそも前提になっている制度やジャンル、

システムの存在を揶揄してしまう。ナチュラルに批評性を含み

つつ、野生のように一貫した表現が通底している様が美しい。

桃園会『覚めてる間は夢を見ない』
6月25日（水）－29（日）

ウイングフィールド（大阪市）

初めて作品を観たのは十数年前、真夜中のテレビの中で

偶然観た『うちやまつり』（第42回岸田戯曲賞受賞作）だった。恐

らく初めてちゃんと喋ったのは私がもっと下っ端の頃、公演

終わりの飲み会か打ち上げか何かの席で、まだあなたのこ

とはよく知らないけども、との前置きの後で、あなたはあと３

年程したら色々なところから客演の話とかが来るようになる、

と言われ多分、はあ、くらいしか言えなかったような気もする

けれど、それは今でも覚えていることの一つだ。それから３年

程が経ち、私のもとには本当にぽつぽつと客演の依頼が来

るようになった（自慢話のようになってしまって恐縮だけれど）。

ここは個人的な話をする場では無いのだが。思えば十数

年程観続けて来た桃園会及び深津さんの作品について言葉

を綴る時、個人的な体験を引き剥がして語ることは難しいの

かもしれない。

久々の新作となった２本目の『覚めてる間は夢を見ない』を

含むこの３本の短編集が深津さんの最後の作品となった。（可

能かはさておき）漠とした物語の筋を語ることは困難で、ここで

それを綴る必要性はあるのか分からない。ただ言えることは、

この作品が上演されていること自体が今まで以上に作家の

実存そのものと分かち難く結びついているという感触と、見

終わったあとの気分が夢を見ている／見たあとのあの何と

も言えないふわふわした気分によく似ていた、ということな

のだが、私は他人の夢を覗き見したことは無い、だから、私

はこんな作品を観たことは未だ嘗て無い…。「私」がいる。病

室にいるのか自宅にいるのか、病室から見えたアパートの

一室の中に犬としているのか。猫がいる。アパートの住人た

ち、旧友の来訪。３本とも共通してそこにいる「私」。闘病が始

まってからの深津さんの作品はより純粋な「私」の「物語」―

私戯曲となった。かつてあるきっかけで私が参加させていた

だくことになった現場で、耳に入ったやりとりをふと思い出

す。カーテンコールの曲決めで、『私たちの「社会」は』、とい

う歌詞に難色を示していたこと…私の知る限り桃園会の作

品は常に極私的な時空間を軸として編まれてきたように思う

（あの神戸の震災もあくまで個人を通しての体験として描かれるもので

あったように）。鮮やかに社会問題に切り込むことや軽やかに

消費社会の表層を切り取って戯れてみせることからも無縁で

あり、コミュニケーション能力育成ツールとしての演劇やアー

トによる社会包摂の重要性などといった有用性に回収される

ことも無く、ただ「社会」の外に投げ出された「私」個人の決し

てシェア出来ない孤独と共に在り続けた…と感じた「私」は、

だからこそ深津さんの作品を見続けてきたのかもしれない。

私はあなたの作品を観て育ちました。美味しいものや美味

しいお店、たくさん教えてもらいました。たくさん飲みに行き

ました。芝居の話、東京の現場の話、たくさん聞かせてもら

いました。あなたは私にとってこの街で演劇を続けていくた

めの夢を見せてくれた数少ない人のひとりです。

ありがとうございました。 （27日観劇）

みたむら けいじ／俳優、空の驛舎、C.T.T.大阪事務局●俳優以外の活動
としては、ウイングカップ５（大阪の小劇場・ウイングフィールドの若手劇団対象の

演劇祭）の審査員を務めさせて頂く予定です。なお、ニューとまる。第1号は
今年のKYOTO EXPERIMENTの期間中発行を目指します。

個人的な話

演劇

三田村啓示

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　10 / 1 ▲ 10 / 31

図書室休室日：10月31日（金）

黒目画廊は、詩人・辺口芳典の詩を販売するコマーシャル

ギャラリーであり、詩のプレゼンテーションを常時公開している、

現在は。というのは、2010年の開廊時にはトークギグや朗読イ

ベント、写真展など辺口がやりたい表現をひたすら見せてきた。

だから黒目画廊はいわば、辺口のワーク・イン・プログレスであ

る。近年詩人としての活動に主軸を戻した辺口は、イベント時の

みオープンしていた黒目画廊を平日フルオープンし始めた。

黒目画廊は、古い共同アパートの1棟全体を住居兼画廊と

している。半年ぶりに訪れると、ますます野性的なテンショ

ンに満ち満ちていた。山積みになっているチェキのスナップ

や、コピーしたマンガをコラージュした紙の山、新聞雑誌の

活字をコラージュした冊子。廊下の床には重ねて立てかけら

れた写真パネルの束。廃屋のような階下には写真パネルの

タワーや改装資材やペンキ缶が積み上げられている。痕跡

のようなそれらを、立って眺めてしゃがんで捲ってしていくと、

そこここに世界が立ち上がる。至る所に辺口がカットアップ

した世界への扉がひらかれ、カオティックに連鎖する。蛍光

灯の光が辺口の写真作品に映り込んだ閃光をフラッシュバッ

クさせる。さらに、壁にピンで打たれた詩を覗き込むと、さら

なる迷宮へと吸い込まれて行く。

これらはインスタレーション作品のようにも見えるが、辺口

の詩に詩作のステイトメントを添えたプレゼンテーションのよ

うちやま さちこ／アートマネージャー●制作を担当している公演芸術集
団dracomの公演「gallery(extra version)」（9/26～28、10/3～5　於：江之

子島文化芸術創造センター［enoco］）もどうぞよろしくお願いします。大阪府
20世紀美術コレクションの展示室で上演するユニークな試みです。

詩人・辺口芳典のサバイバル

フォーレの静謐、
ラターの高揚

美術

音楽

黒目画廊（大阪市）

常時公開（平日10:00－12:00／13:00－17:00）

京都市交響楽団「第582回定期演奏会」
8月10日（日）

京都コンサートホール（左京区）

内山幸子

樋口騰迪

暑い京都の８月も、京響は定期を休まない。合唱界ではそ

の名を知らぬ人の無いラターであるが、オーケストラの演奏会

にかかるというのは、嘗て例の無かった事ではないだろうか。

併し先ずは冒頭、フォーレの名演から筆を起さねばならな

い。〈前奏曲〉冒頭主題の、その弦楽器の響きの感触。感触

という言葉を、比喩でなく使いたいような、何か触覚にまで

働きかける確かな質感を持った音がしたのである。各声部が

十分に呼応し合った成果であり、管楽器への受け渡しも絶妙

で、自然な緊張感を創出する。そうしてそこから、フォーレの

素朴な旋律美のみならず、精妙な転調の意味までが浮かび

上がって来るのだった。アウトウォーターさんという人を、わ

たくしは不明にしてこれまで知らなかったけれども、このオー

ケストラの有する上質な合奏力を、実に巧みに引き出したも

のである。兎に角押しつけがましい拵
こしら

え事が無い。有名な〈シ

シリエンヌ〉も、過度に耽溺する事はせず、寧ろ速めのテンポ

で流したが、一方で〈メリザンドの死〉に於ける葬送のリズム

は、いかにも軽すぎるようにわたくしには思われた。

次のモーツァルトは、一転してデュナーミクに積極的な表

情付けがなされていたが、それが最後まで作為的なものとし

てしか聴こえなかったのは、為にモーツァルトの音楽の持つ

前進性が相当犠牲になったからであろう。

さて、メインの《マニフィカート》である。1945年生まれの作

曲家の、1990年の作品でありながら、旋律、和声共にあくま

で平明を極めている。合唱を能くする旧友が、「この曲の魅

力は先ず、歌って楽しいという事だ」と嘗てわたくしに語った

けれども、これは全く至言であって、先ずは合唱の健闘を讃

えなくてはならない。

トランペットのファンファーレに続いて、ト長調、４度上昇で

開始される主題を、女声はまことに輝かしく、まさに嬉 と々して

歌い始める。男声も併せて、力んだような聴きづらさが無い

というのは、全曲通じて大いに評価したい点である。旋法的

な第２曲の静謐さも忘れ難いが、併し第３曲終盤、Sanctum

から第４曲に至る高揚は、各人の音楽への強い共感が自ずか

ら齎
もたら

したもので、更に聴き手も、理屈を超えてその興奮のう

ちに身を委ねる他無い性質のものであった。

一方で独唱の森さんは、ヴィヴラートが過剰で然も荒いの

が気になった。些か不調かとも思われたが、或いはこのホー

ルの、独唱がかなり響きにくい性格に影響されたものかも知

れないことを付言しておきたい。

指揮者／オーケストラは単に伴奏に徹する事無く、時に合

唱を更に突き上げるようなところも見せたし、何よりこの曲の

随所に散りばめられた《ウェストサイド・ストーリー》を思わす

リズムの遊びは、フルオーケストラ版によってその効果を存

分に発揮されるものだろう。

定期演奏会・連続満員御礼の名に恥じぬ、充実一途の京都

市交響楽団。合唱団共に更なる飛躍を期待したいものである。

ピックアップ
現在進行中のプロジェクトを紹介します

ひぐち まさみち／大阪大学文学研究科博士後期課程在学●身の程
を弁えず、下手なピアノでこのところドビュッシーをよく弾きます。「ド
ビュッシーを、パリッと弾きたいのや」と言うと、或る友人は怪訝の風で
したが、併しあの和音の持つ意味をはっきりさせる為には、「パリッと」
弾いてみたいと思うのではあります。

「ニュイ･ブラ
ンシュ（白夜祭）」
とは、パリ市が
毎 秋 行う一 夜
限りの現代アー
トの 祭 典 の こ
と。パリの姉妹
都市・京都でも、
市 内 各 所 で 日
仏の現代アート
を無料で楽しめ
る「ニュイ・ブラ
ンシュ KYOTO」
を10月4日に開催します。第4回目となる今年度のテーマは、「現代
アート×伝統工芸」。京都芸術センターもメイン会場の一つとして京
都の秋の夜長を彩ります。

まず、フランスから招いたダンサーのカトリーヌ・コントゥールと
チェロ演奏家の中川裕貴のコラボレーション企画があります。この
イベントはパフォーミングアーツの観点から茶道を表現しようとす
る野心的な試みです。また、この日にオープニングを迎える展覧会

『四角い液体、メタリックなメモリー』を、夜22時まで延長して開場
します。ギャラリー南では、出品作家の金氏徹平が3名の美術家と
ともに俵屋宗達の《風神雷神図》をトレースして琳派と対峙するライ
ブペインティングが催されます。

古来より文化・芸術が育まれてきた歴史的都市である京都とパ
リ。伝統に向き合い常に創造に挑戦し続けることこそが、京都とパ
リの最大の共通点なのかもしれません。

古川真宏（アート・コーディネーター）

※それぞれのイベントについてはイベント情報(P2)とTopic02（P4）、「ニュイ・ブラン
シュKYOTO 2014」全体プログラムについては公式ウェブサイト[http://www.
nuitblanche.jp/]をご覧ください

シアトルで出版されたバイリンガル詩集『LIZARD TELEPATHY FOX 
TELEPATHY』の一編を朗読する辺口芳典（黒目画廊にて）

撮影：Tatsuo Sasaki

「ニュイブランシュKYOTO 2013」
ステファン・ドゥ・メデロスによるパフォーマンス
撮影：表恒匡

撮影：白澤英司

KYOTO EXPERIMENT 2014『四角い液体、メタリックなメモリー』
［関連企画］パフォーマンス「レクチャーのオバケ」
青柳いづみ＋金氏徹平＋山田晋平

KYOTO EXPERIMENT 2014『四角い液体、メタリックなメモリー』（10/4－11/3）

KYOTO EXPERIMENT 2014
村川拓也『エヴェレットゴーストラインズ』

KYOTO EXPERIMENT 2014
悪魔のしるし『わが父、ジャコメッティ』

KYOTO EXPERIMENT 2014
ルイス・ガレー『メンタルアクティヴィティ』

KYOTO EXPERIMENT 2014
ルイス・ガレー『マネリエス』

KYOTO EXPERIMENT 2014『四角い液体、メタリックなメモリー』
［関連企画］ライブ・ペインティング「トレースのヨーカイ」
板垣賢司＋森千裕＋横山裕一＋金氏徹平

ニュイ・ブランシュ KYOTO 2014 パリ白夜祭への架け橋—現代アートと過ごす夜
「カトリーヌ・コントゥールと中川裕貴によるパフォーマンス」

［明倫WS］広田ゆうみ＋二口大学
「からだで本をよむ 6」

［明倫WS］笑の内閣
「観光旅行のプレゼンをしよう」

［共催］大人と子どもの日本舞踊体験教室

［共催］Ensemble MP4 Concert vol.3
“so-called new music!”

［共催］京都こども能楽囃子教室

［共催］『黒いサラ～四つの声の組曲～』

［共催］鈴木陽子作品展vol.8 『音と染み』

［共催］中川佳代子～コトとウタの響きの中で～

［共催］ランデヴー（10/30－11/6）

『祇園祭・錺職人の技展－霰天神山と八幡山の美術工芸品－』

KYOTO EXPERIMENT 2014『四角い液体、メタリックなメモリー』
［関連企画］ライブ「ミュージックのユーレイ」
オオルタイチ＋金氏徹平＋西川文章

PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015
蔡國強「子どもダ・ヴィンチ」プロジェクト 子どもたちのワークショップ
PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015
サポートスタッフ募集説明会

PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015
サポートスタッフ募集説明会

PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015
蔡國強「子どもダ・ヴィンチ」プロジェクト 子どもたちのワークショップ

明倫茶会「우정차회（ウジョン チャフェ）」

Dance 4 All関連企画 
「ファシリテーターって何？―イギリスの事例からみるコミュニティダンス」 

明倫レコード倶楽部 ［番外編］
「骨董レコードを聴く（2）ネリー・メルバ、ガリ・クルチ、カルヴェ」

「美整物－〈例えば〉を巡る」パフォーマンス 「美整物－〈例えば〉を巡る」パフォーマンス

wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
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明倫茶会

KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2014 公式プログラム

우정차회 （ウジョン チャフェ）
韓国茶道と韓国伝統芸能を楽しむ会

金氏徹平『四角い液体、メタリックなメモリー』

10月のお茶会は、韓国茶道家、尹
ユン

道
ドウ

心
シン

を席主に招き、

韓国の伝統茶道を体験していただきます。

中国から派生し、その風土にあった独自の発展を遂げ、現

代では精神文化として育まれている韓国茶道。三国時代（632

～647年）、韓国茶道は国教である仏教に支持され最大の隆盛

を見せますが、儒教が比重を増すにつれ衰退していきます。し

かし僧やソンビ（学識が高く清廉で高潔な人の総称）、茶愛好家たち

によって脈 と々受け継がれてきた茶文化は、現在は多くの方々

の関心を引いています。

今回のお茶会では、尹による韓国茶道のお点前とともに、お

茶とお菓子を用意します。日本と同様、韓国の精神文化を支える

お茶文化の普及と発展を志す尹による茶会。衣装やしつらえ、道

具のひとつひとつから、日本の茶道とは一味もふた味もちがう趣

を感じていただけることでしょう。この機会に、韓国茶道の奥深い

京都在住の気鋭の美術家・金氏徹平は、プラスチック製品や

キャラクター人形、雑誌の切り抜き、シールなど、身近な

既製品を素材にささやかに手を加え、つなげたり、変形させたり、

組み合わせたりすることで、既知感があるのに見たこともないよ

うなオブジェと空間をつくりだし、奇妙な世界へと私たちを誘って

きました。国内外の展覧会での美術作品の発表にくわえて、近年

は舞台作品の美術も手がけています。

本展では、KYOTO EXPERIMENT 2014 公式プログラムとし

て、また琳派400年記念祭事業の一環として、パフォーミングアー

ツと、日本美術の一大流派である「琳派」とのつながりを探る大胆

な試みを展開します。架空の舞台美術を想起させる模型シリーズ

や、スクリーントーンを組み合わせた背景幕シリーズの近作から

新作までを展示し、舞台照明を駆使した演出で、美術と舞台の実

験的な融合を仕掛けます。また、会期中には金氏自身が企画した

4つのイベントを行います。美術家やミュージシャン、俳優など多

彩なアーティストとの共作によって、会場で次 と々起こるハプニン

グの積み重なりが、展示の複層性を即興で強めていくでしょう。

「物事や出来事を、その文脈や歴史や記憶や物語から切断す

る、あるいは接続すること。これまで美術のフィールドでやろう

としてきたそのことの現場を、ナマで見せることができるのでは

ないか」。そう語る金氏徹平の新たな挑戦は、美術や舞台といっ

たジャンルを超え、総合芸術としての地平を垣間見せてくれるで

しょう。

世界をのぞいてみませんか。さらに、韓国古典舞踊の名手、金
キム

一
イル

志
チ

による舞の披露もあわせて韓国文化を堪能いただけます。

中国伝来のお茶が、韓国と日本で別々の発展を遂げたというところにとても興
味をそそられます。それぞれどのように発展を遂げたのか、この機会に理解を
深めたいと思います。 上村絵梨子（アート・コーディネーター）

KYOTO EXPERIMENT 2014 公式ウェブサイトにて、展覧会やパフォーマンスの制
作過程を写真でつづるフォトレポートを更新中です。展覧会の会期中も、変化をつ
づけるインスタレーション。会場やウェブサイトを何回も訪れて、楽しめますね。

西尾咲子（アート・コーディネーター）

京都芸術センター開設以来、忘れられない一期一会の場を提供
する明倫茶会。お茶とお菓子にとどまらず、部屋のしつらえや茶
道具にも趣向を凝らした席主と、それを全身で体感するお客様が
ひと時の文化交流を楽しむ時間です。伝統を重んじ、かつ現代的
な感覚も取り入れた明倫茶会は、これまでにも多種多様な時間を
もたらしてきました。

金氏徹平
『四角い液体、メタリックなメモリー』
会期： 10月4日（土）－11月3日（月・祝）
 10:00－20:00　
※会期中無休・入場無料
※10月4日（土）はニュイ・ブランシュのため

22:00まで延長開廊
※10月18日（土）は関連企画のため14:00－

20:00開廊
会場： ギャラリー北・南

［関連企画］

ライブ・ペインティング「トレースのヨーカイ」
板垣賢司（美術家）＋森千裕（美術家）＋横山
裕一（マンガ家／美術家）＋金氏徹平
異色の美術家3名が、俵屋宗達の屏風画

《風神雷神図》をトレース！ 90分間で一
気に「三代を継承する」熾烈なパフォーマ
ンス。
日時： 10月4日（土）19:30－21:00
会場： ギャラリー南
料金： 無料（事前申込不要・入退場自由）

ライブ「ミュージックのユーレイ」
オオルタイチ（ミュージシャン）＋金氏徹平＋
西川文章（サウンドエンジニア／音楽家）
衣裳：藤谷香子
抽象的な歌と、現代的かつ原始的な音、
躍動的な身体。さらに、空間から得た即
響の要素を交錯させ、異次元へとワープ！
日時： 10月11日（土）20:00－21:00
会場： ギャラリー南
料金： 2,000円
定員： 30名（要事前申込・オールスタンディング）

パフォーマンス「レクチャーのオバケ」
青柳いづみ（俳優）＋金氏徹平＋山田晋平

（舞台映像デザイナー）
音楽：蓮沼執太、照明：吉本有輝子、
衣裳：藤谷香子、レクチャー（映像出演）：
天野一夫
ある美術評論家による琳派講義をめぐっ
て、多彩なアーティストたちが競演する演
劇公演。
日時： 10月18日（土）
 12:00－13:00／20:00－21:00
会場： ギャラリー南
料金： 各回2,000円
定員： 各回30名（要事前申込）

クロージングパーティー
「パーティーのマボロシ」
日菓（和菓子ユニット）
和菓子アーティストが創作する幻のよう
なお菓子を味わいながら、ひとときの展
覧会のクロージングを、お茶会という形
式でお祝い。
日時： 11月3日（月・祝）19:00－
会場： ギャラリー南
料金： 無料（事前申込不要）
※お菓子がなくなり次第終了

申込：KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839
　WEB：www.kyoto-ex.jp

※イベント情報（P2）もご覧ください

『家電のように解り合えない』（作・演出：岡田利規） 舞台美術　撮影：青木司

尹道心 （ユン ドウシン）
우리（ウリ）伝統文化協会会長／韓国茶道協会京都支部長／韓国禅茶禮振興
院院長。大韓民国慶尚南道南海出身。1979年来日。2001年、佛教大学社会
福祉学科卒業。2011年、釜山外国語大学日語日文学科 文学博士号取得。釜
山女子大学伝統茶道科大学院修了。現在眞師班研究中。韓民族の伝統的・文
化を知っていただくよう、イベントなどを通じて普及活動に力を注ぐ。

PROFILE

金一志 （キム イルチ）
金一志韓国伝統芸術院院長。韓国生まれ、幼少より韓国古典舞踊を始める。
1985年留学のため来日。(社)韓国伝統舞研究会理事長林洱調先生に師事。その
後数 の々舞踊コンクールにおいて受賞を重ねる。2006年には、第四回「大韓民国
国楽コンクール」にて金賞（文化観光部長官賞）受賞。現在は日本国内のみならず韓
国でも多数の公演活動をこなし、次世代の指導・育成にも力を入れている。

今回のお茶会の【우정ウジョン】とは友情、協力という意味です。
来年は日本と韓国が国交正常化して50年を迎えます。この文
化交流を通して皆様と心と友情をわかちあえるようなお茶会に
したいと願っております。（席主）
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の美術工芸品―
会期：10月22日（水）－26日（日）　会場：大広間

祇園祭が近づくと、笛や鉦
かね

の音色がどこからともなく聞こえはじめ、いつもの落ち着

いた街並みもどことなくそわそわと、緊張感と活気に包まれます。33ある山鉾町の

うち約半数が含まれる明倫学区には、あちこちに山鉾が立ち並び、京都芸術センターの周

辺はたいへん賑やかになります。

その賑わいが落ち着き、秋が深まる頃に開催される『祇園祭・錺職人の技展』では、これ

らの山鉾町が所有する美術工芸品を、11年にわたり紹介してきました。これは山鉾の金工

品の調査に併せて展示・公開するものです。なかには調査のみで展示を行わない場合も

ありましたが、ほぼすべての山鉾についての調査が終了しようとしています。

今回は、霰天神山と八幡山の金工品の調査及び展示を行います。49年ぶりに本来の姿

で執り行われた今年の祇園祭では、霰天神山は前祭、八幡山は後祭にわかれて巡行しま

した。霰とともに降り永正年間の大火を消しとめたといわれる天神像を祀る霰天神山。町

内に祀られる八幡宮を山に勧請し、鳥居の上に向き合う２羽の鳩が印象的な八幡山。この

ふたつの山の要所要所にちりばめられた金工品の意匠、繊細かつ力強い職人たちの技を

ご堪能いただけることでしょう。

なお、山鉾町の所有する染織品については既にすべての調査を終えており、『祇園祭山

鉾懸装品調査報告書―渡来染織品の部』『祇園祭山鉾懸装品調査報告書―国内染織品の

部』（祇園祭山鉾連合会発行／非買品）

が完成しています。この報告書は、

染織品のカラー図版にそれぞれに

解説文が添えられた資料性の高い

ものです。会期中はその他の関連

資料と合わせて、京都芸術センター

の図書室に用意していますので、

展示とあわせてぜひご覧ください。

巡行の際、特に金工品は山鉾の高い位置に配されている場合が多く、側近くで細部までご覧いただけるこのような
機会は多くありません。数百年の昔の、職人の手による気の利いた意匠や細かなつくりに、ため息がでますよ。

草木マリ（『祇園祭・錺職人の技展』担当スタッフ）

祇園祭・錺
かざり

職人の技展

霰天神山 八幡山

琳派400年記念祭事業／ニュイ・ブランシュKYOTO 2014

明倫茶会
우정차회 （ウジョン チャフェ）
韓国茶道と韓国伝統芸能を楽しむ会
日時：10月25日（土）10:30／11:30／13:10／14:10／15:00
会場：和室「明倫」　待合：ミーティングルーム2
席主：尹道心　出演：金一志
定員：各回20名（要事前申込）
参加料：1,000円
※イベント情報（P2）もご覧ください

※イベント情報（P2）もご覧ください

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter
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